
ズ
バ
リ
、
町
政
を
問
う
！

質
一
問
般

９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
の
施

策
等
に
つ
い
て
町
長
と
議
論
を
交
わ
し
た
。

　
町
の
財
源
が
少
な
い
時

に
こ
そ
、
町
遊
休
地
を
少

し
で
も
処
分
し
た
ら
ど
う

か
。

　
広
電
バ
ス
、
地
元
タ

ク
シ
ー
会
社
と
の
関
係

を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
輸
送
を
充
実

さ
せ
る
の
か
を
問
う
。

　
就
職
さ
れ
た
方
の
現
況

並
び
に
現
在
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

の
か
、
町
と
し
て
今
後
の

展
望
は
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

南田議員

藤本議員

藤本議員

　
町
所
有
の
財
産
に
は
、

行
政
財
産
、
普
通
財
産
及

び
土
地
開
発
基
金
の
財
産

が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
普

通
財
産
は
処
分
が
可
能
。

平
成
21
年
３
月
末
現
在

の
普
通
財
産
は
、
約
１
０

８
万
㎡
で
、
そ
の
95
％
は

山
林
。
残
り
５
％
の
う
ち

宅
地
が
約
４
千
７
０
０
㎡
、

そ
の
他
の
地
目
が
約
４
万

７
千
㎡
で
あ
る
。

　
普
通
財
産
の
処
分
に
関

し
て
は
、
財
源
を
確
保
す

る
上
で
有
効
な
手
段
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
町
が

行
う
施
策
の
状
況
を
見
据

え
な
が
ら
、
現
時
点
で
利

用
方
針
の
定
ま
っ
て
い
な
い

財
産
の
処
分
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
既
存
バ
ス
路
線
の
維
持

は
重
要
な
施
策
。
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
バ
ス
等
は
、
現
行
バ
ス

路
線
の
収
益
を
悪
化
さ
せ

る
た
め
導
入
し
な
い
と
し

て
き
た
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
が
進

む
中
、
丘
陵
地
に
住
宅
団

地
が
存
在
す
る
な
ど
、
現

行
路
線
バ
ス
に
影
響
の
な

い
範
囲
で
交
通
弱
者
の
移

動
手
段
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

路
線
バ
ス
の
維
持
・
存
続

を
第
一
義
と
し
、
ま
た
地

元
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
経

営
を
圧
迫
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
な
方
法
を
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
３
年
間
の
育
成
事
業
を

行
い
、
就
職
者
57
名
の
う

ち
、
本
年
５
月
末
現
在
で

38
名
の
方
が
在
職
中
。
後

継
者
育
成
と
人
材
確
保
に

一
定
の
成
果
が
認
め
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
在
職
者
の
雇
用
形
態

は
、
正
社
員
22
名
、
パ
ー

ト
10
名
、
内
職
及
び
独
立

が
６
名
。
正
社
員
化
の
促

進
に
は
さ
ら
な
る
技
術
熟

練
が
必
要
。
引
き
続
き
就

業
先
や
筆
組
合
な
ど
で
継

続
的
な
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
る
。

　
筆
組
合
や
商
工
会
な
ど

関
係
機
関
と
一
層
の
連
携

を
保
ち
な
が
ら
、
引
き
続

き
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　　　利用方針の定まっていない
財産の処分を検討していく（立花総務部長）

　　　事業者に影響がないよう慎重に検討する（三村町長）

　　町の財源について

　　町内コミュニティ輸送について

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

　　　一定の成果が認められる（石井地域振興課長）

　　筆職人後継者育成事業について

Ａ

Ｑ

総 務 部 門

　
第
４
次
総
合
基
本
計
画

が
今
年
度
で
終
了
す
る
が
、

達
成
率
と
評
価
は
。
ま
た
、

第
５
次
の
進
捗
状
況
と
基

本
理
念
を
問
う
。

ＱＡ
渡議員

渡議員

　
ソ
フ
ト
部
門
の
施
策
は

一
定
の
環
境
整
備
は
整
っ

た
と
考
え
て
い
る
が
、

ハ
ー
ド
部
門
は
、
道
路
交

通
環
境
の
整
備
な
ど
を
さ

ら
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
筆
に
つ
い
て
は
、
筆

の
里
工
房
を
中
心
に
交
流

人
口
の
拡
大
等
に
実
績
を

上
げ
た
も
の
の
、
厳
し
い

経
済
環
境
下
で
、
ま
ち
づ

く
り
と
の
関
わ
り
方
が
改

め
て
問
わ
れ
て
い
る
。

　
第
５
次
に
つ
い
て
は
、

目
標
と
成
果
が
わ
か
り
や

す
い
計
画
づ
く
り
、
選
択

と
集
中
に
よ
る
戦
略
的
な

計
画
づ
く
り
、
ま
た
住
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
、
と
い
っ
た
観
点
を

基
本
的
視
点
と
し
て
、
本

年
度
内
に
策
定
し
て
い

く
。

Ａ

Ｑ

　　　第５次は３つの観点を
基本的視点に策定中（三村町長）

　　熊野町総合基本計画について

　
核
兵
器
廃
絶
の
機
運
が

世
界
的
に
も
高
ま
っ
て
い

る
。
熊
野
町
は
３
月
議
会

で
も
広
島
長
崎
議
定
書
の

意
見
書
が
議
員
に
よ
っ
て

採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
熊

野
町
は
非
核
町
宣
言
を
し

て
い
る
。
よ
り
核
兵
器
廃

絶
に
踏
み
込
ん
だ
町
の
姿

勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

ＱＡ
白築議員

　
平
成
８
年
３
月
に
非
核

町
宣
言
を
行
い
、そ
の
後
平

成
21
年
２
月
に
は
平
和
市

長
会
議
に
加
盟
を
し
、広
島

長
崎
議
定
書
への
賛
同
を
行

い
、さ
ら
に
は
平
成
22
年
５

月
に
日
本
非
核
宣
言
自
治

体
協
議
会
に
加
入
し
、恒

久
平
和
の
実
現
の
輪
を
広

げ
る
協
力
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、本
年
７
月
開
催
の

２
０
２
０
核
廃
絶
広
島
会

議
へ
の
参
加
を
予
定
し
て
い

る
。

　　　２０２０核廃絶広島会議への参加を予定している（三村町長）

　　平和問題について

Ａ

Ｑ

　
就
任
さ
れ
て
２
カ
月
が

経
過
し
た
が
、
現
在
の
心

境
は
ど
う
か
。
ま
た
町
内

を
巡
回
さ
れ
た
印
象
は
。

ＱＡ
副
町
長

　
身
近
な
自
然
と
定
住
環

境
が
調
和
し
て
お
り
、
町

施
設
も
地
域
ご
と
に
機
能

が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
町

の
今
を
正
確
に
理
解
し
、

来
る
べ
き
未
来
を
予
測

し
、
で
き
る
施
策
を
着
実

に
打
っ
て
い
く
、
こ
れ
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

　
教
育
長
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
な
が

ら
、「
筆
は
文
化
・
文
化

の
町
熊
野
」
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
熊
野
町
の
子
ど
も

達
に
先
達
が
苦
労
と
努
力

に
よ
り
日
本
一
の
筆
の
町

に
創
り
あ
げ
た
こ
と
を
理

解
さ
せ
、
郷
土
へ
の
自
信

と
誇
り
を
持
た
せ
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
た
い
。

　　　熊野町の現状をしっかりと把握することが必要（木谷副町長）
　　　　熊野町の子ども達に郷土への自信と誇りを持たせる（林教育長）

　　副町長、教育長に聞く

Ａ

Ｑ

第４次熊野町総合基本計画


